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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
基布と軟質塩化ビニル系樹脂シートとを直接重ね合わせ、加圧加熱して一体化してなる合
成樹脂レザーであって、上記基布は、ポリエステル繊維を少なくとも５重量％含有し、上
記軟質塩化ビニル系樹脂シートは、多価カルボン酸および多価アルコールのいずれか一方
または両方で、２種以上の多価カルボン酸または多価アルコールを用いてランダム共重合
した共重合ポリエステルを、塩化ビニル系樹脂１００重量部に対し１～３０重量部含有す
ることを特徴とする合成樹脂レザー。
【請求項２】
基布と軟質塩化ビニル系樹脂シートとを直接重ね合わせ、加圧加熱して一体化してなる合
成樹脂レザーであって、上記基布は、ポリエステル繊維を少なくとも５重量％含有し、上
記軟質塩化ビニル系樹脂シートは、軟質塩化ビニル系樹脂層と軟質塩化ビニル系樹脂発砲
層からなり、該軟質塩化ビニル系樹脂発砲層は、基布側に存在し、且つ多価カルボン酸お
よび多価アルコールのいずれか一方または両方で、２種以上の多価カルボン酸または多価
アルコールを用いてランダム共重合した共重合ポリエステルを、塩化ビニル系樹脂１００
重量部に対し１～３０重量部含有することを特徴とする合成樹脂レザー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、基布およびこれに直接接して固定された合成樹脂層（以下、表皮層と称する
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場合もある）を構成する材料の少なくとも一部をポリエステルで構成することにより、両
者間に接着剤層を設けることなく直接固定（一体化）した、接着剤層を介して前記両者を
固定することによる合成樹脂レザーの柔軟性の低下などの不都合を改善した、柔軟性およ
び強度特性の優れた合成樹脂レザーに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　基布と柔軟な合成樹脂層とを接着剤で積層（接着層を介して積層）した合成樹脂レザー
（合成樹脂レザー）は公知である。その際、合成樹脂レザーの柔軟性（軽量化などの効果
もねらった）を付与するために発泡層などを基布と表皮層との間に設けること（発泡型合
成樹脂レザーとすること）も必要に応じて行われている。
　また、基布を構成する材料としては、織布、編布、不織布などが利用されている。編布
は伸縮性が良く、よりレザーライクな合成樹脂レザーとなる。特に伸縮性が必要とされる
場合には捲縮加工などをして伸縮性を付与した糸を用いた編布なども採用されている。
【０００３】
　前記合成樹脂層を形成するポリマーは、柔軟性、触感などにおいてレザー様特性を発現
する材料でなければならず、例えば軟質ポリ塩化ビニル樹脂組成物などが用いられている
。該構成材料を用いた合成樹脂レザーは、いわゆるビニルレザーとして、その原料の経済
性、加工性の良さもあって、多くの分野で利用されている。
　該軟質ポリ塩化ビニル樹脂組成物を用いた合成樹脂レザーには、該樹脂材料からなる単
一層を（場合によっては防汚性、装飾性の表面加工層を持つ）を基布上に形成したもの（
非発泡型）と、合成樹脂レザーの重量を軽くするなど改良のために発泡倍率が１．５～７
倍の発泡層を基布上に設け、その上に軟質ポリ塩化ビニルフイルムからなる表皮層を形成
した構造のもの（発泡型）とがある。
　しかし、前記の合成樹脂レザーは、基布と合成樹脂層または基布と合成樹脂発泡層およ
び表皮層を種々の接着剤（溶剤型、感熱型など）を用いて積層した構造であり、それぞれ
の層を構成する素材のレザーライク性を向上させても、該接着剤層が得られる合成樹脂レ
ザーの柔軟性などの特性を低下させてしまう不都合があった。
【０００４】
　また、前記技術に対して、基布として不織布を用いたものであるが、基布と軟質ポリ塩
化ビニルからなる表皮層を接着剤を用いないで一体化（直接固定）した合成樹脂レザーが
提案されている（特開平９－２２８２５７号公報）。しかしながら、この発明の課題は、
不織布中に１０～９０％のポリプロピレン繊維を混合することで、表皮層と基布とを加熱
成型時に一体化できるようし、製造工程を簡易化することであり、得られた合成樹脂レザ
ーのレザーライク特性の改善することについての技術的言及はない。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明の課題は、基本的には柔軟性および強度特性を改善した合成樹脂レザーを提供す
ることにある。前記課題を解決すべく種々検討する中で、基布と表皮層などの合成樹脂レ
ザーを構成する材料を積層する際に用いられる接着剤が、基布や表皮層の構成材料のレザ
ーライク性を改善しても、接着剤による一体化後のレザーライク性、特に柔軟性の改善が
あまり見られない原因であることを見出した。そこで、接着剤を使用することなく、且つ
、最終合成樹脂レザーの柔軟性や強度特性を改善する手段はないかと、基布、表皮層およ
び発泡層を構成する材料を検討する中で、基布およびこれに直接接して固定された合成樹
脂層を構成する材料の少なくとも一部をポリエステルで構成することにより、両者間に接
着剤層を設けることなく直接固定（一体化）できると共に、前記合成樹脂レザーに要求さ
れる特性が改善できることを発見し、前記課題を解決した。また、接着剤を塗布する工程
を省略できるのでコストダウンも可能となる。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、基布と軟質塩化ビニル系樹脂シートとを直接重ね合わせ、加圧加熱して一体
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化してなる合成樹脂レザーであって、上記基布は、ポリエステル繊維を少なくとも５重量
％含有し、上記軟質塩化ビニル系樹脂シートは、多価カルボン酸および多価アルコールの
いずれか一方または両方で、２種以上の多価カルボン酸または多価アルコールを用いてラ
ンダム共重合した共重合ポリエステルを、塩化ビニル系樹脂１００重量部に対し１～３０
重量部含有することを特徴とする合成樹脂レザーである。また、本発明は、基布と軟質塩
化ビニル系樹脂シートとを直接重ね合わせ、加圧加熱して一体化してなる合成樹脂レザー
であって、上記基布は、ポリエステル繊維を少なくとも５重量％含有し、上記軟質塩化ビ
ニル系樹脂シートは、軟質塩化ビニル系樹脂層と軟質塩化ビニル系樹脂発砲層からなり、
該軟質塩化ビニル系樹脂発砲層は、基布側に存在し、且つ多価カルボン酸および多価アル
コールのいずれか一方または両方で、２種以上の多価カルボン酸または多価アルコールを
用いてランダム共重合した共重合ポリエステルを、塩化ビニル系樹脂１００重量部に対し
１～３０重量部含有することを特徴とする合成樹脂レザーである。
【０００７】
【発明の実施の態様】
　本発明をより詳細に説明する。
Ａ．本発明の基布を構成する材料は、
　１．組織としては、編地、織物、不織布のいずれでも使用できるが、レザーライク性を
付与する面から編地、例えば天竺編み、スムース編みなどのメリヤス編が好ましい。捲縮
加工などをして伸縮性を付与した糸を用いた編布が特に好ましい。特にポリエステルは硬
いので、ポリエステルのみからなる編布の場合、捲縮加工により伸縮性を増した編布が好
適に用いられる。織物および不織布の場合は、織物を構成する糸をおよび不織布を構成す
る短繊維（ステープル）として、例えば捲縮加工などにより伸縮特性を付与したものを用
いたり、短繊維から糸を作る際に弾性を付与する加工をした糸を使用するなどして、基布
に柔軟性を持たせることが大切である。
【０００８】
　２．基布を構成する材料は、これに直接接して固定された合成樹脂層を接着剤層を介す
ることなく固定できるようにするためにポリエステル繊維を含んでいることが必要である
。これと併用される繊維材料としては、例えばレーヨン糸とポリエステル糸を混編、レー
ヨン繊維をポリエステル繊維と混紡して用いることが好ましい。他に、ポリアミド、綿を
構成材料とする糸を混編、混織して使用できる。ポリエステル繊維を混合した不織布とし
ても良い。
【０００９】
　３．ポリエステル繊維などは、中空繊維として合成樹脂レザーの、風合い、弾性、軽量
化を改善することができる。また、複合繊維構造として、表面を共重合ポリエステルで構
成することにより、表皮層との固定を強固にすることもできる。通常繊維として用いられ
ているＰＥＴが一般的だが、ＰＢＴ、ＰＣＴ、ＰＥＮ、共重合ポリエステル等でもよい。
ポリエステル繊維は少なくとも５重量％以上、好ましくは２０重量％含まれる。
【００１０】
Ｂ．基布上に直接接触して固定される合成樹脂層を構成する材料としては、基本的には従
来合成樹脂レザーを作るのに使用されてきた合成樹脂に、共重合ポリエステルを配合した
樹脂組成物を用いる。
　１．前記共重合ポリエステルを配合される合成樹脂としては、軟質ポリ塩化ビニルを挙
げることができる。
　塩化ビニル系樹脂としては、塩化ビニル単独を、あるいは塩化ビニルと他のモノマー、
例えば、酢酸ビニル、エチレン、プロピレン、マレイン酸エステル、メタクリル酸エステ
ル、アクリル酸エステル、高級ビニルエーテル等との共重合体、その他通常の塩ビレザー
に一般に使用されている塩化ビニル系の重合体や共重合体などをそれぞれ単独でまたは２
種以上併用することができる。
なお、基布に直接接する側が合成樹脂発泡層である場合、共重合ポリエステルの配合量は
合成樹脂１００重量部に対して１～３０重量部が好ましい。多いと発泡セル状態が悪化し
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、少ないと剥離強度が悪化する。より好ましくは３～１０重量部である。
【００１１】
　２．塩化ビニル系樹脂を軟質化するために使用する可塑剤としては、ジイソデシルフタ
レート（ＤＩＤＰ）、ジ－２－エチルヘキシルフタレート（ＤＯＰ）、ジイソノニルフタ
レート（ＤＩＮＰ）、ブチルベンジルフタレート（ＢＢＰ）、ジウンデシルフタレート（
ＤＵＰ）等に代表される一般のフタル酸エステル系可塑剤、アジピン酸ジオクチル（ＤＯ
Ａ）、セバシン酸ジオクチル（ＤＯＳ）、アゼライン酸ジオクチル（ＤＯＺ）等に代表さ
れる一般の脂肪酸エステル系可塑剤、トリメリット酸トリオクチル（ＴＯＴＭ）等に代表
されるトリメリット酸エステル系可塑剤、トリクレジルホスフェート（ＴＣＰ）、トリキ
シリルホスフェート（ＴＸＰ）等に代表されるトリアリールリン酸エステル系可塑剤、エ
ポキシ化大豆油等に代表されるエポキシ系可塑剤、ポリプロピレンアジペート等に代表さ
れるポリエステル系可塑剤等の高分子可塑剤、塩素化パラフィン等の一般の可塑剤、が挙
げられ、これらはそれぞれ１種または２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００１２】
　３．有機発泡剤としては、例えばアゾジカルボンアミド、アゾビスイソブチロニトリル
、ベンゼンスルホニルヒドラジド、ｐ－トルエンスルホニルヒドラジド、ｐ,ｐ'－オキシ
ビス（ベンゼンスルホニルヒドラジド）、ジニトロソペンタンメチレンテトラミン、Ｎ,
Ｎ'－ジニトロソ－Ｎ,Ｎ'－ジメチルテレフタルアミド、トリヒドラジノトリアミンなど
が挙げられる。これらの有機発泡剤は１種または２種以上を組み合わせて用いてもよい。
発泡倍率は好ましくは、１．５～７倍、好ましくは２～５倍程度である。発泡をあまり大
きくすると安定なセルができず、レザーとしての風合いを悪くするし、強度も低下するの
で好ましくない。ポリ塩化ビニルと共重合ポリエステルは高温での柔らかさが異なるので
、配合比率によっては発泡セル状態が悪くなる。ポリ塩化ビニル１００重量部に対して共
重合ポリエステル３０重量部以下、好ましくは１０重量部以下で良好な発泡セル状態にな
る。
【００１３】
　４．熱安定剤としては、例えばステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸アルミニウム
、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸バリウム、ステアリン酸亜鉛、ラウリン酸カル
シウム、ラウリン酸バリウム、ラウリン酸亜鉛などの金属セッケン、フェノールやナフト
ールのナトリウム、亜鉛、バリウムなどの金属塩、ジブチルスズジラウレート、ジブチル
スズジマレートなどの有機スズ化合物、ジエチルホスファイト、ジブチルホスファイト、
ジオクチルホスファイト、ジフェニルイソデシルホスファイト、トリクレジルホスファイ
ト、トリフェニルホスファイト、トリス（ノニルフェニル）ホスファイト、トリイソオク
チルホスファイトなどの亜リン酸エステル類などが挙げられる。
【００１４】
　５．無機充填剤としては、例えば沈降性炭酸カルシウム、重質炭酸カルシウム、極微細
炭酸カルシウムなどの炭酸カルシウムや炭酸マグネシウム、あるいはシリカ、タルク、ケ
イソウ土、クレー、マイカなどのケイ酸塩、水酸化アルミニウム、アルミナなど
　６．その他、顔料、帯電防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤、老化防止剤等の通常の塩ビ
レザーに一般に使用されている各種の添加剤を配合される。
【００１５】
Ｃ．前記合成樹脂層を構成する樹脂組成物に配合される共重合ポリエステルについて
　本発明の共重合ポリエステルとは、多価カルボン酸および多価アルコールのいずれか一
方または両方で、２種類以上の多価カルボン酸または多価アルコールをランダム共重合し
たものである。共重合ポリエステルはこのため結晶性が低く、融点が低い。共重合ポリエ
ステルは高結晶性ポリエステルと比べ、室温で柔軟で合成樹脂レザーのレザーライクな柔
軟性を失わせることなく、また、Ｔｍが２００℃以下なので、軟質ポリ塩化ビニル、エチ
レン－メチルメタクリレート、動的架橋型熱可塑性オレフィンエラストマーなどのカレン
ダー加工温度である１４０～２００℃程度、発泡温度である２００℃前後で軟化し加工可
能になる。結晶性はより低い方が好ましく、ＤＳＣ法ではＴｍのない、いわゆる非晶質ポ
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リエステルが柔軟性、加工性に特に優れており好適に用いられる。
【００１６】
　このようなポリエステルの製造に使用される多価カルボン酸として、脂肪族としては、
アジピン酸、グルタル酸、コハク酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ドデカン
ジオン酸などがある。脂環族としては１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、シクロヘキ
サンジ酢酸などがある。芳香族としてはテレフタル酸、オルトフタル酸、イソフタル酸、
２，６－ナフタレンジカルボン酸、２，６－ナフタレンジメチレンカルボン酸、パラフェ
ニレンジカルボン酸、トリメリット酸等の３価のカルボン酸、ピロメリット酸等の４価の
カルボン酸が挙げられる。ただ、３価以上のカルボン酸は最大量０．５％モル程度である
。これらの酸に対応する酸無水物、エステル及び酸塩化物が含まれることを理解されたい
。このうち、環構造を持ち、回転しにくい単量体である１，４－シクロヘキサンジカルボ
ン酸などはガラス転移点が上がるので、共重合ポリエステル、ひいては合成樹脂レザーを
硬くする。この硬さは高結晶性ポリエステルと比べれば柔らかいものの、合成樹脂レザー
に要求される柔らかさにはならないので、可塑剤を使用する。たわみ易いメチレン鎖を持
つアジピン酸などは、ガラス転移点が下がり柔軟性が付与されるので合成樹脂レザーの可
塑剤量を減らすことができ好ましい。
【００１７】
　多価アルコールとして、脂肪族としては、エチレングリコール、１，２－プロピレング
リコール、１，４－ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、ネオペンチルグリコー
ル、１，６－ヘキサンジオール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ポリ
エチレングリコール（重合度５程度まで）、ポリテトラメチレングリコール、２，２－ジ
メチルトリメチレングリコール、ヘキサメチレングリコール、ネオペンチルグリコールな
どがある。トリメチロールプロパン、ペンタエリスリトール等の３、４価アルコールなど
もある。脂環族としては、１，４－シクロヘキサンジメタノールなどがある。芳香族とし
ては、ビスフェノールＡなどがある。３価以上のアルコールは、得られるポリエステルか
らの成形性の観点から最大量０．５％モル程度することが望ましい。このうち、環構造を
持ち、回転しにくい単量体である１，４－シクロヘキサンジメタノールなどはガラス転移
点が上がるので、共重合ポリエステル、ひいては合成樹脂レザーを硬くする。この硬さは
高結晶性ポリエステルと比べれば柔らかいものの、合成樹脂レザーに要求される柔らかさ
にはならないので、可塑剤を使用する。たわみ易いメチレン鎖を持つ１，６－ヘキサンジ
オールなどは、ガラス転移点が下がり柔軟性が付与されるので合成樹脂レザーの可塑剤量
を減らすことができ好ましい。特にガラス転移点２０℃以下の共重合ポリエステルが、柔
軟性があり、可塑剤を混合しなくても合成樹脂レザーに必要な柔らかさを持つ。
【００１８】
　ガラス転移点５０℃以下の共重合ポリエステルとしては三菱レイヨン社製ＤＣ４２７（
ガラス転移点３～５℃）を挙げることができる。ガラス転移点５０℃を超える共重合ポリ
エステルとしては、アルコールとしてエチレングリコール単位約７０％と１，４－シクロ
ヘキサンジメタノール単位約３０％の共重合ポリエステルイーストマンケミカル社製ＰＥ
ＴＧ６７６３（ガラス転移点８１℃）を挙げることができる。共重合ポリエステルは少な
くとも１重量％以上、好ましくは３重量％以上配合される。
【００１９】
　Ｄ．本発明において、カレンダー加工性などを改善、更に発泡特性の改善するために（
メタ）アクリル酸系重合体を配合しても良い。配合される（メタ）アクリル酸系重合体と
しては、（メタ）アクリル酸メチルの単独重合体又は重合性分の５０～９５重量％が（メ
タ）アクリル酸メチルであり、共重合成分としては、例えば、炭素数２～１８のアルコー
ルのメタクリル酸エステル、炭素数１～１８のアルコールのアクリル酸エステル、スチレ
ン、α－メチルスチレンなど芳香族ビニル、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、マ
レイン酸、イタコン酸などを挙げることができる。これら共重合成分は単独又は２種以上
組み合わせて用いることができる。また、これらの（メタ）アクリル系重合体は、重量平
均分子量が５０万～５００万の範囲にあるものが特に好ましい。具体的な製品としては、
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三菱レイヨン（株）から販売されている、商品名メタブレンＰ－５０１、５３０、５３１
、５５０及び５５１、Ｌ－１０００を挙げることができる。
【００２０】
　Ｅ．滑剤について
　　（Ｒ－Ｏ）nＰＯ（ＯＨ）3-n　　　　（Ｉ）
（式中ｎは、１又は２の整数、Ｒはアルキル基、アルキルフェニル基、アルキルポリオキ
シエチレン基及びアルキルフェニルポリオキシエチレン基を示す。）
　前記一般式（Ｉ）で表される滑剤のＲのアルキル基、アルキルフェニル基のアルキル基
は炭素数６～２０のアルキル基、アルキルポリオキシエチレン基及びアルキルフェニルポ
リオキシエチレン基のアルキル基としては炭素数６～２０のアルキル基、特に炭素数９以
上のアルキル基を挙げることができ、ポリオキシエチレンとしては、２以上のオキシエチ
レン単位を付加したものを挙げることができる。一般式（Ｉ）で表される滑剤の添加量は
、共重合ポリエステル系樹脂１００重量部に対して０．０１～５．０重量部、好ましくは
０．０４～２．０重量部配合するのが好ましい。０．０１重量部以下では滑剤としての効
果が十分でなく、５．０重量部より多く配合すると、加工時のプレートアウト、経時での
ブルーム、ブリードを起こし易くなり、得られるフイルムの透明性などが低下する。
　この材料としては、（１）モノステアリルリン酸エステルおよびジステアリルリン酸エ
ステル（重量比６：４）混合化合物（ＡＸ５１８Ｉ：大協化成工業製）、（２）モノステ
アリルリン酸エステルおよびジステアリルリン酸エステル（重量比１：２）混合化合物、
（３）モノラウリルリン酸エステルおよびジラウリルリン酸エステル（重量比２：１）混
合化合物、（４）モノノニルフェニルポリオキシエチレン（付加モル数６モル）リン酸エ
ステル、ジノニルフェニルポリオキシエチレン（付加モル数６モル）リン酸エステル（重
量比１：１）混合化合物、および（５）モノラウリルポリオキシエチレン（付加モル数６
モル）リン酸エステルおよび ジラウリルポリオキシエチレン（付加モル数６モル）リン
酸エステルなどを好ましいものとして挙げることができる。
【００２１】
【実施例】
１．以下に示す実施例１～７、比較例１～２で使用される合成樹脂層を構成する表皮層お
よび合成樹脂発泡層を形成する材料として使用する合成樹脂組成物を表１にまとめて記載
する。
２．また、以下に示す各実施例および比較例で使用される基布の糸の素材、糸および該糸
を用いて作成した布帛を表２にまとめて示す。
３．以下の合成樹脂レザーの評価方法を以下に示す。
ａ．剥離強度；ＪＩＳＫ＝６７７２、５Ｎ／ｃｍ以上＝○、５Ｎ／ｃｍ前後＝△、５Ｎ／
ｃｍ未満＝×
ｂ．発泡セル状態＝断面をルーペで目視確認。
ｃ．カレンダー加工時のロール滑性＝目視確認
ｄ．柔軟性＝触感確認
【００２２】
【表１】
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【００２３】
【表２】

【００２４】
　実施例１～７、比較例１～２
前記表１および表２に記載した合成樹脂層を構成する表皮層および合成樹脂発泡層および
基布を組み合わせて、基布上に合成樹脂発泡層（厚さ0.3mm）および表皮層（厚さ0.3mm）
を１７０℃のカレンダーロールでシーティングしカレンダーの直後で前記基布および各層
が以降の加工処理においてずれない程度に固定する加圧および加熱条件のロールを用いて
ラミネートした。該ラミネートした材料にマーブルプリント、艶消し処理コートをし、２
００℃に加熱発泡、絞りロールで加圧し、該発泡層の発泡倍率が３倍の合成樹脂レザーを
作成した。なお、比較例２のみ基布にあらかじめウレタン系硬化型接着剤を３０ｇ／平方
ｍ（ｄｒｙ）コートしたものを使用した。その結果を表３にまとめて記載する
【００２５】
【表３】

【００２６】
　実施例６はカレンダー加工性が×で表されているが、やや劣る程度である。前記一般式
（Ｉ）のリン酸エステルの配合によりカレンダー加工性が改善される。
【００２７】
　実施例８～９および比較例３～７
ここでは、基布上に形成される合成樹脂層が一層の場合を示す。
表４に記載の合成樹脂組成物および前記表２に記載の基布を組み合わせて、基布上に合成
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樹脂層（厚さ0.3mm）を１７０℃のカレンダーロールでシーティングしカレンダーの直後
で前記基布および各層が以降の加工処理においてずれない程度に固定する加圧および加熱
条件のロールを用いてラミネートした。該ラミネートした材料にマーブルプリント、艶消
し処理コートをし、１８０℃に加熱し、絞りロールで加圧し、合成樹脂レザーを作成した
。その結果を表５にまとめて記載する。
【００２８】
【表４】

【００２９】
【表５】

【００３０】
　表５の共重合ポリエステルを、合成樹脂層を構成する合成樹脂組成物に配合しなかった
場合、基布と合成樹脂層との剥離強度の測定から固定特性が良くないことが理解できる。
また、接着層がないことにより柔軟性も向上することが分かった。前記各実施例では基布
の片面にのみ合成樹脂層を形成する場合を示したが、基布の両面に単一のまたは複数層か
らなる合成樹脂層をトッピングして、表裏両面合成樹脂レザーとすることもできる。
【００３１】
　本発明の合成樹脂レザーは、車両内装（座席、ヘッドレスト、トノカバー、サンバイザ
ー、天井材料など）、二輪車サドル、家具（椅子、ソファーなど）などの表皮材、バッグ
、合羽、前掛けなどの本体を構成する材料としてもちいることができる。他にもいわゆる
ビニルレザーの用いられていた分野において利用できることはむろんである。
【００３２】
【発明の効果】
　以上述べたように、本発明により接着層を設けることなく、基布上に単一の合成樹脂層
または合成樹脂発泡層と表皮層からなる合成樹脂層を直接固定して合成樹脂レザーとする
ことがき、得られた該合成樹脂レザーは接着層を持たないにも関わらず基布と合成樹脂層
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の固定特性が優れ、従来の基布と前記合成樹脂層との間の接着層がないことにより得られ
た合成樹脂レザーが改善された柔軟性を持つという優れた作用・効果がもたらされる。
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